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ⅰ－３．【研究サポート体制】

Ⅳ－ⅰ－３（４）研究スキルアップ講座の実施 

１）研究スキルアップ講座の趣旨 

 研究スキルアップ講座は主に若手の女性研究者を対象として企画されたもので，研究者

が研究活動を遂行する上で共通に必要とする知識やスキルの向上を目指し，専門家や研究

者として活躍されている先輩方の話を聞いたり，研究者同士が交流したりする機会を提供

している。平成 22 年度は 3 回，平成 23 年度は 2 回実施した。 
 

Ⅳ－ⅰ－３（４）研究スキルアップ講座の実施 

２）平成２２年度研究スキルアップ講座第３弾「共同研究の心得」 

① プログラム 

 【日 時】平成２３年３月９日（水） 

         １８：００～１９：３０ 

 【場 所】入院棟 カンファレンスルーム 11 H （鹿田地区） 

 【対 象】教職員および大学院生 

 【内 容】 

 講演（１） 「産学連携・共同研究のツボ」 

 講師 藤原 貴典 研究推進産学官連携機構 産学官連携本部長・准教授 

 講演（２） 「私の共同研究経験」 

 講師 西堀 正洋 大学院医歯薬学総合研究科 教授 

 質疑応答 

② 概要 

平成 22 年度に実施した研究スキルアップ講座第 3 弾「共同研究の心得」は，医療人キャ

リアセンターとの共催により鹿田地区で開催した。まず，藤原貴典准教授（研究推進産学

官連携機構 産学官連携本部長）が，「産学連携・共同研究のツボ」と題して講演を行い，

本学における産学連携および共同研究の現状とともに，具体的に共同研究をどのように始

めたらよいのかという手続きについて主に説明した。また，「私の共同研究経験」では，薬

理学を専門とし，研究生活 31 年目に入る西堀正洋教授（大学院医歯薬学総合研究科（医））

が，海外の大学や製薬会社等との共同研究の経験について講演した。質疑応答では，共同

研究に関する大学の支援や共同研究を始めるにあたっての注意事項等について活発な議論

が行われた。 
なお，司会は医療人キャリアセンター長の片岡仁美教授（大学院医歯薬学総合研究科）

がつとめた。 
 

Ⅳ－ⅰ－３（４）研究スキルアップ講座の実施 

３）平成２３年度第１回研究スキルアップ講座 

 「研究力３倍増強計画～個性を知れば学会賞が取れる～」 

① プログラム 

【日 時】平成２３年９月５日（月）１３：００～１４：３０ 
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【会 場】岡山大学旧事務局２階会議室 

【対 象】教職員および大学院生 

【内 容】 

 講演およびワークショップ「研究力３倍増強計画～個性を知れば学会賞がとれる～」 

 講師 塚本 真也 大学院自然科学研究科 教授 

 

② 概要 

 主として若手女性研究者を対象として，研究力育成を目的としたセミナーを実施した。

講師の塚本教授は，大学院自然科学研究科副専攻コミュニケーション教育コースにて「個

性判定による人材育成」を開講している。また，『個性判定～個性を知れば良い対人関係が

築ける～』という著者を本年 3 月に出版したばかりである。 
 講演では，5 つの基本個性（独裁者，夢探す人，技職人，親切の達人，正義の人）の長所・

短所について，具体的な例を交えながら説明があった。その後，参加者各自の基本個性に

基づいて 3 つのグループに分かれ，①各自基本個性の長所・欠点のうちどの点が当てはま

るのか，②部下として仕事を頼まれるとしたらどのように説得してもらえば納得するか，

について話し合った。 
基本個性の長所・欠点のうちどの点が当てはまるのかについては，長所に当てはまると

いう者は多かったが，短所に当てはまるという者はいなかった。自分の短所はなかなか受

け入れられないようだという指摘があった。各自の第 2 個性（もっとも当てはまる基本個

性の次に当てはまる基本個性）が何であるかということが，それぞれが自分の「個性」ど

のように考えるかに大きな影響を与えているようであった。 
 自分なりにデータを集めて「基本個性」という枠組みを作った大学教員である講師を講師に

迎えての講演会はよかった。一方的な講演でなく，講師の方から参加者に話しかけて参加者か

らのインプットを求めた双方向的な講座となった。参

加者も，教授や大学院生など様々な立場の人がいたた

めに，お互いに勉強になったように思う。 
「講座」の性格上，全体としてはあまり深刻な話

にまでは発展しなかった。各グループの話し合い，

あるいは各自の中ではいろいろと考えさせられる

ことがあったかもしれない。異なる個性の人たちと

仕事をするということの困難さについて，もう少し

議論が深まれば良かったかもしれない。  

 「基本個性」の枠組みでは，性別による違いや専門分野による違いにまでは目を向けて

いない。女性研究者は，おそらく男性研究者と比べると，異なる個性に囲まれて仕事をし

ているのではないだろうか。女性の方が対人関係を向上させるための枠組み(ツール)を求

めているのではないだろうか。 
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平成 23 年度第 1 回研究スキルアップ講座 
「研究力 3 倍増強計画～個性を知れば学会賞が取れる～」 

（平成２３年９月５日実施） 

アンケート集計結果 

(参加者１４名中１０名から回収) 

 

本日は平成 23 年度第 1回研究スキルアップ講座「研究力 3倍増強計画～個性を知れば学

会賞が取れる～」ご参加いただきましてどうもありがとうございました。よろしければ本

日の講座について率直なご感想をお聞かせ願えますでしょうか。今後の事業の参考にさせ

ていただきます。（該当する項目を○で囲んで下さい。） 

 

質問１．本日の講座は全体としていかがだったでしょうか？  

 １．よかった １０名  ２．普通 ０名   ３．あまりよくなかった ０名 

 

質問２．本日の講座は以下の各項目についていかがだったでしょうか？ 

 A 講師 
 １．よかった １０名  ２．普通 ０名   ３．あまりよくなかった ０名 
 B 資料 
 １．よかった  ９名  ２．普通 １名   ３．あまりよくなかった ０名 
 C 会場・設備関係 
 １．よかった  ８名  ２．普通 ２名   ３．あまりよくなかった ０名 
 D 実施の時間帯 
 １．よかった  ８名  ２．普通 １名   ３．あまりよくなかった １名 
 

質問３．男女共同参画室では今後も研究スキルアップ講座を実施することを計画しており

 ます。以下のテーマについていかがお考えでしょうか？ 

 

 A 研究マネジメント 
 １．ぜひ参加したい １０名 ２．どちらともいえない ０名 ３．興味がない ０名 

 B 科研費申請書の書き方 
 １．ぜひ参加したい  ８名 ２．どちらともいえない ２名 ３．興味がない ０名 

 C 外部資金獲得 
 １．ぜひ参加したい  ６名 ２．どちらともいえない ４名 ３．興味がない ０名 

 D 英語運用力獲得 
 １．ぜひ参加したい  ６名 ２．どちらともいえない ４名 ３．興味がない ０名 

 E 共同研究・知的財産 
１．ぜひ参加したい  ６名 ２．どちらともいえない ４名 ３．興味がない ０名 
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平成２３年度 第１回研究スキルアップ講座ちらし 
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Ⅳ－ⅰ－３（４）研究スキルアップ講座の実施 

４）平成２３年度第２回研究スキルアップ講座 

「国際救助隊サンダーバード構想：構想・実績があれば予算は後からついてくる！？」 

① プログラム 

【日 時】平成２３年１０月１４日（金） 
     １６：３０～１８：００ 
【会 場】工学部 1 号館 1 番講義室 
【対 象】教職員および大学院生・学生 

【内 容】 
 講演「国際救助隊サンダーバード構想：構想・実績があれば予算は後からついてくる！？」 
 講師 松野 文俊 氏（京都大学工学研究科 教授） 
 ミニ講演「ロボットの共同研究はむずかしい？－ヘビ型ロボットの事例－」 
 講師 亀川 哲志 大学院自然科学研究科 講師 

② 概要 
 京都大学の松野教授の講演概要は以下の通り

であった。 

 東日本大震災が発生した時には，アメリカの

テキサス州におり，災害に関する研究の調査をし

ていたが，急遽帰国した。阪神淡路大震災の後，

レスキューロボットに関する研究プロジェクト

を立ち上げ，文部科学省や経済産業省から研究資

金をいただき，研究開発を進めてきた。今回の震災では開発したレスキューロボットを被害

者の救助に少しでも役立てようと，自己資金で被災地を回って活動許可を求めたが，残念な

がらほとんど断られてしまい無力感を感じた。今回の震災の特徴は津波によって大規模な被

害が出たことであり，これまでの地上走行するレスキューロボットとは異なるタイプのレス

キューロボットの研究の必要性を感じた。水中ロボットの開発も進めており，それを漁港の

海中の瓦礫調査に試用した。 

 ロボットコンテストと実際の相違は，ロボットコンテストはあくまでも現実ではない世

界で行われていることであるが，現実では例えば働く人の食べ物や寝るところを心配しな

ければならない点が大きい。 

 また，学生へのメッセージとして，自分は大学を色々と変わってきたが，環境を変える

ことで人脈が拡大したので，狭い世界で仕事をするのではなく，いろんな人といろんなと

ころで知り合い，時間を共有することを大事にしてほしいと述べられた。 

 また，亀川講師からヘビ型ロボット研究に関する研究資金獲得の体験が語られた。 

 企業と共同研究した経験として，企業はスピードが違うと思った。中小企業は，納期が

迫っている状況で仕事をしている。直ちにビジネスになるシーズでないとだめであること
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を実感した。 

 研究費が獲得できなかった時と，獲得できた時との，申請書を比べてみると，獲得でき

なかった時は「夢を語っていた」のに対し，獲得できた時は「ほぼプロジェクトができあ

がっていた」。両者の間では，具体性が異なるように思われる。恐らく「実現可能性」が高

い場合の申請の方が，審査員が＋に評価してくれるのではないかと考える。 

 

平成 23 年度第 2 回研究スキルアップ講座 
「国際救助隊サンダーバード構想：構想・実績があれば予算は後からついてくる！？」 

（平成２３年１０月１４日実施） 

アンケート集計結果 

 (参加者４９名中２４名から回収) 

 

本日は平成 23年度第２回研究スキルアップ講座にご参加いただきましてどうもありがと

うございました。よろしければ本日の講座について率直なご感想をお聞かせ願えますでし

ょうか。今後の事業の参考にさせていただきます。（該当する項目を○で囲んで下さい。） 
 
質問１．本日の講座は全体としていかがだったでしょうか？  
 １．よかった ２２名 ２．普通 ２名    ３．あまりよくなかった ０名 
 
質問２．本日の講座は以下の各項目についていかがだったでしょうか？ 
 A 講師 
 １．よかった ２４名  ２．普通 ０名 ３．あまりよくなかった ０名 
 B 資料 
 １．よかった ８名 ２．普通 １５名 ３．あまりよくなかった ２名 
 C 会場・設備関係 
 １．よかった １１名 ２．普通 １３名 ３．あまりよくなかった ０名 
 D 実施の時間帯 
 １．よかった １３名 ２．普通 ９名  ３．あまりよくなかった ２名 
 
質問３．男女共同参画室では今後も研究スキルアップ講座を実施することを計画しており

 ます。以下のテーマについていかがお考えでしょうか？ 
 
 A 研究マネジメント 
 １．ぜひ参加したい １４名 ２．どちらともいえない １０名  ３．興味がない ０名 
 B 科研費申請書の書き方 
 １．ぜひ参加したい ５名 ２．どちらともいえない １７名  ３．興味がない ２名 
 C 外部資金獲得 
 １．ぜひ参加したい ７名 ２．どちらともいえない １５名  ３．興味がない ２名 
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 D 英語運用力獲得 
 １．ぜひ参加したい １４名 ２．どちらともいえない １０名  ３．興味がない ０名 
 E 共同研究・知的財産 
 １．ぜひ参加したい ９名 ２．どちらともいえない １５名  ３．興味がない ０名 
 
平成２３年度 第２回研究スキルアップ講座ちらし 
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Ⅳ－ⅰ－３（５）相談窓口の設置 

１）女性サポート相談室の相談状況 

 
① 月別相談件数 

 平成 24 年 1 月末現在，相談件数は 185 件である。下記の表からみてわかるように，

相談件数は増加傾向にある。ポスターやオリエンテーションでの広報活動により周知

が行き渡り始めたことや，キャリアカフェに参加した人がその後，相談に訪れている

ことが相談件数の増加へとつながっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 相談利用者・地区別利用率・利用方法  

 相談室を利用した人は，129 名である（平成 22 年度 50 名,平成 24 年度 1 月末 79 名）。   
最も利用が多かったのが女性職員であり，全体の約 4 割を占めた。相談方法は，直接会

う面接が最も多い，時間や場所の問題もあり，メールの利用率も高いと言える。地区別

利用率については，津島地区に 2 日，鹿田地区に 1 日開設していることがそのまま反映

された結果となった。 
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③ 相談内容  
 最も多い相談内容は，主に職場の上司や同僚との人間関係に関する「職場環境」で

あった。次が「両立」に関する相談であり，夫の家事・育児への協力が得られないと

訴える内容が多くみられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ－ⅰ－３（５）相談窓口の設置 

２）平成２３年度キャリアカフェの実施状況 

 
目 的： 個人の心理的支援のためには，カウンセラーとの 1 対１のカウンセリングも重要
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であると同時に，グループを使った支援が重要である。そこで，キャリアカフェを定期的

に開催し，同じような境遇にある女性たちが集まることで，悩みを共感し，情報交換する

ことにより，個人の不安や不満が軽減へと結びつくようにした。 
 
  開催形態：昼休み時間を利用 実施回数：5 回（平成 22 年度開催含め計 8 回） 
 対    象：女性教職員 参加人数：34 名（平成 22 年度開催含め計 67 名） 
  

◇ 第 5 回 平成 23 年 4 月 27 日（水）本部棟４階ミーティングルーム  
 「女性のライフプランを考える 10 年後どんな女性でいたい」とい

うテーマで，意見交換を行った。参加者の 30 代女性から，現在の仕事

と子育てに関する大変さや将来への漠然とした不安について次々に語

られた。それに対して，こうした問題を乗り越えてきた先輩の女性職員

から，自分の体験談を交えて，さまざまなアドバイスがなされた。 
 
◇ 第 6 回 平成 23 年 6 月 29 日（水） 
 医学部記念会館 3 階 女性サポート相談室  
 鹿田地区の女性教職員を対象に開催した。参加者は，1 歳児から高校

生まで幅広い年代の子どもを抱える母親たちであり，互いに子育ての苦

労を共有することができた。また，周辺保育園や幼稚園についての話に

および，「とても参考になる情報をもらった」と感想が寄せられた。 
 

◇ 第 7 回 平成 23 年 9 月 9 日（金） 旧事務局庁舎 2 階 相談室 
 女性教職員 7 名が参加し，仕事と子育てにおける両立の苦労や職場環

境について話し合った。参加者の内，職員の女性からは仕事量に対する

悩みを，非常勤職員は，雇用そのものへの不安や孤立しやすい職場環境

などが意見として上がり，立場によって異なる悩みを互いに理解し合う

ことができた。 
 

◇ 第 8 回 平成 23 年 11 月 29 日（火） 
 環境理工学部 2 階 女性サポート相談室 
 工学部と環境理工学部に所属する女性教職員 8 名が参加し，女性の

キャリア形成と家庭の両立について話し合った。男女共同参画室室長も

同席されていたこともあり，ご自身の経験を交えて，働く女性としてそ

うした状況にどう向き合うべきかをお話しいただいた。参加者からは勇

気づけられたとの感想が述べられた。 
 

［４月 ２７日 水曜日 12：15～12：50］

◇場 所 ：４階ミーティングルーム

◇参加費：無 料 持ち物：お弁当

◇連絡先：女性サポート相談室 小畑

◇申込み：support‐w@adm.okayama‐u.ac.jp

Marriage?

Child?

Job?

平成21年度 文部科学省科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン

岡山大学 ダイバーシティ推進本部 男女共同参画室

［６月 ２９ 日 水曜日 12：15～12：50］

◇場 所 ：医学部記念会館 3階 女性サポート相談室

◇参加費： 無 料 ◇ 持ち物：お弁当

◇連絡先：女性サポート相談室 小畑 千晴

◇申込み：support-w@adm.okayama-u.ac.jp

文部科学省科学技術人材育成費補助金「女性研究者研究活動支援事業」（女性研究者支援モデル育成）

岡山大学 ダイバーシティ推進本部 男女共同参画室

鹿田地区で仕事と子育てや家事を両立している女性の皆さま、

一緒に食事をしながら、おしゃべりしてみませんか？
学内でのママ友の輪を広げてみましょう。

［ ９月 ９ 日 金曜日 12：15～12：50 ］

◇場 所 ：旧事務局庁舎 2階 相談室

◇参加費： 無 料 ◇ 持ち物：お弁当

◇連絡先：女性サポート相談室 小畑 千晴

◇申込み：support-w@adm.okayama-u.ac.jp

文部科学省科学技術人材育成費補助金「女性研究者研究活動支援事業」（女性研究者支援モデル育成）

岡山大学 ダイバーシティ推進本部 男女共同参画室

津島地区で仕事＆家事・育児を両立中の女性のみなさん、

一緒に食事をしながら、おしゃべりしてみませんか？
どうぞ気軽にご参加ください。

◇場 所 ：環境理工学部２階 女性サポート相談室

◇参加費： 無 料 ◇ 持ち物：お弁当

◇連絡先：女性サポート相談室 小畑 千晴

◇申込み：support-w@adm.okayama-u.ac.jp

文部科学省科学技術人材育成費補助金「女性研究者研究活動支援事業」（女性研究者支援モデル育成）

岡山大学 ダイバーシティ推進本部 男女共同参画室

津島地区で仕事と家事・子育てを両立している女性の皆さま、
一緒に食事をしながら、おしゃべりしてみませんか？

～当相談室では、女性たちのキャリア支援の一環として、Career Cafeを開催しています～
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◇ 第 9 回 平成 24 年 1 月 31 日（火） 
 理学部 1 階 教職員リフレッシュルーム 
 乳幼児を育児中の女性教職員 5 名が，子育ての大変さとともに楽しさ

について話し合った。親を困らせる子どもたちの行動を互いに紹介しあ

い，日頃，親にとって苛立ちの原因となっているが，グループで話すこ

とで，その意味を理解したり，おもしろさに気づくことができた。 
 
 
Ⅳ－ⅰ－３（５）相談窓口の設置 

３）学内・県内外の関係機関との連携活動 
 

①岡山県 女性の人権相談機関連絡会への入会 

 目 的： 関係する相談機関で構成し，情報交換，事例検討などを行い，女性の人権に対す

 る相互理解と相談員の資質向上を図ること。 
  構成機関： 岡山県男女共同参画センター・岡山県女性相談所・岡山県内市町村女性セン

 ター・岡山県警察本部・岡山弁護士会等 
 日 時： 4 月 23 日(土) 10:00-12:00 
           7 月  1 日(土) 13:30-16:30 
      1 月 28 日(土) 10:00-12:00 
 場 所：岡山県総合福祉・ボランティア・NPO 会館 
 
②国立女性教育会館主催 NWEC フォーラム 参加 

  筑波大学・奈良先端科学技術大学院大学との共同発表 

日 時：10 月 21 日（金）15:30-17:00   
場 所：国立女性教育会館              
対 象：一般                        
参加者：40 名 
発表タイトル：男性に対する相談体制の確立へ－女性研究者支援を通じて－ 
発表者： 筑波大学 遠藤雅子 准教授 沖永友貴枝 相談員 

  奈良先端科学技術大学院大学 岡本拓士 准教授 
  岡山大学 小畑千晴 相談員  
内 容：女性研究者支援モデル事業で相談室を設置した他の 2 大学（筑波大学・奈良先端

科学技術大学院大学）と共に，相談室に焦点を当ててその活動報告と課題を発表した。 
 

◇場 所 ：理学部 教職員リフレッシュルーム

◇参加費： 無 料 ◇ 持ち物：お弁当

◇連絡先：女性サポート相談室 小畑 千晴

◇申込み：support-w@adm.okayama-u.ac.jp

文部科学省科学技術人材育成費補助金「女性研究者研究活動支援事業」（女性研究者支援モデル育成）

岡山大学 ダイバーシティ推進本部 男女共同参画室

津島地区で 仕事と家事・子育てを両立している女性の皆さま、
一緒に食事をしながら、おしゃべりしてみませんか？

～当相談室では、女性たちのキャリア支援の一環として、 Career Cafeを開催しています～
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③岡山県男女共同参画推進センター・学生支援センター学生相談室との共催事業 

DV(Domestic Violence)防止講演会の開催「被害者・加害者にならないために」 

日 時：11 月 25 日（金）13:00-14:00   
場 所：一般教育等 B 棟 B32 
対 象：学生・教職員・一般              
参加者：120 名 

 内 容：NPO さんかくナビ理事長の貝原己代子氏が，DV 被

害者女性とその子供の支援活動に従事されてきた立場から，DV の「被害者・加害者にな

らないために」と題し講演。司会を女性サポート相談室小畑相談員が担当した。（毎日新

聞に掲載） 
 
④内閣府 H23 年度 地域における男女共同参画連携支援事業 

  目的：地域における様々な課題について，地方公共団体や大学等が，男女共同参画の視

点を生かし，連携・協同しながらその解決に取り組むこと。 

  期 間：平成 23 年 8 月～平成 24 年 3 月 
テーマ：「地域における女性のための安全・安心のまちづくり 

 性犯罪被害の根絶を目指す地域ネットワークづくり」 

  連携団体メンバー： 岡山市（男女共同参画課）・新見公立大学・ノートルダム清心女子大学・

 吉備国際大学等 

 内 容：性犯罪被害の実態把握を目的にしたアンケート調査を実施。その結果を踏まえて，

シンポジウムを開催し，市民への周知を行った。さらに，男女共同参画という視点から，

女性の性犯罪被害者支援策を検討した。小畑相談員は，女性相談に従事しており，心理

学的な立場から，アンケート実施やその結果考察に助言を行った。またリーフレット作

成には責任者として関わった。（読売新聞に掲載） 
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Ⅳ－ⅰ－４.【雇用】ウーマン・テニュア・トラック教員制度 
（１） WTT 教員選考（第Ⅱ期・第Ⅲ期） 
平成 21 年度に引き続き，平成 22 年度，23 年度にそれぞれ第Ⅱ期，第Ⅲ期の WTT 教員

の採用を行った。これらの公募に際しての第 I 期からの変更点は，あらかじめ各理系部局

（大学院研究科）に採用予定の有無を調査し，採用予定の申し出のあった部局の講座・研

究分野について公募を行ったことである。 
平成 22 年度には第Ⅱ期として，大学院自然科学研究科バイオサイエンス専攻生物機能科

学講座動物生殖学分野，および植物分野，大学院環境学研究科生命環境学専攻環境生態学

講座，大学院保健学研究科保健学専攻検査技術科学分野で公募を行った。JREC-IN および

本学ホームページでの公開公募に加えて，国内外の大学・研究所へも公募書類を送付する

ことで，広く公募し，23 名の応募があった。本学関係者は 7 名で内数である。書類による

第 1 次選考，面接による第 2 次選考を経て，上記大学院自然科学研究科バイオサイエンス

専攻生物機能科学講座，大学院環境学研究科生命環境学専攻環境生態学講座，および大学

院保健学研究科保健学専攻検査技術科学分野に各 1 名の採用を決定した。 
 平成 23 年度には第Ⅲ期として，大学院自然科学研究科バイオサイエンス専攻植物機能開

発学講座，同動物機能開発学講座，大学院環境学研究科社会基盤環境学専攻農村環境創成

学講座，大学院医歯薬学総合研究科創薬生命科学専攻創薬科学講座または，先端薬物療法

開発学講座で公募を行った。第Ⅱ期同様に，JREC-IN および本学ホームページでの公開公

募に加えて，国内外の大学・研究所へも公募書類を送付することで，広く公募し，18 名の

応募があった。本学関係者は 2 名で内数である。書類による第 1 次選考，面接による第 2
次選考を経て，4 名の採用を決定した。 
 
 第Ⅱ期 WTT 教員選考経過 

H22.6 H22 第 1 回人事協議会 開催 
H22.7 
 
 
 

第Ⅱ期 WTT 教員募集の公募領域決定 
第Ⅱ期 WTT 教員募集要項決定 
第Ⅱ期 WTT 教員  募集開始 （募集締切 9 月 16 日） 
岡山大学ホームページおよび研究者人材データベース（JREC-IN）に公開

（応募受付期間 7 月 23 日～9 月 16 日） 

H22.8 
 

募集要項 英語版完成 

国際協定校 64 校へ公募 
H22.9 
 

第Ⅱ期 WTT 教員募集締切 

WTT 教員評価委員会 学外・学内委員決定 

H22.10 WTT 教員評価委員会委員による書類審査 

H22.10 第 1 回 WTT 教員評価委員会 開催 
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H22.11 
 
 

第 2 回 WTT 教員評価委員会 開催 

Ｈ22 第 2 回人事協議会 開催 
受入予定研究科へ候補者決定の通知 

H22.12 受入研究科にて候補者の承認 

Ｈ22 第 3 回人事協議会 開催 

第Ⅱ期 WTT 教員・メンター教員候補者決定 
第Ⅱ期 WTT 教員 3 名採用内定 

H23.4 第Ⅱ期 WTT 教員 3 名採用 

第Ⅱ期 WTT 教員辞令交付 

メンター教員委嘱状交付 

 
 第Ⅲ期 WTT 教員選考経過 

H23.4 各研究科へ第Ⅲ期 WTT 教員の受入（募集領域）照会 
H23.6 H23 第 1 回人事協議会 開催 

H23.7 各研究科から募集領域の回答 
H23 第 2 回人事協議会 開催（募集領域・募集要項決定） 
第Ⅲ期 WTT 教員  募集開始 （募集締切 9 月 22 日） 
岡山大学ホームページおよび研究者人材データベース（JREC-IN）に公開

（応募受付期間 7 月 28 日～9 月 22 日） 
募集要項 英語版完成 
国際協定校 90 校へ公募 

H23.9 WTT 教員評価委員会 学外・学内委員決定 

第Ⅲ期 WTT 教員募集締切 

WTT 教員評価委員会委員による書類審査 

H23.10 WTT 教員評価委員会（第一次審査）開催 

H23.11 WTT 教員評価委員会（第二次審査）開催 
H23 第 3 回人事協議会 開催 
受入予定研究科へ候補者決定の通知 

受入研究科にて候補者の承認 

H23.12 
 

WTT 教員評価委員会（追加・第二次審査）開催 

H23 第 4 回人事協議会 開催 
受入予定研究科へ候補者予備決定の通知 

受入研究科にて候補者の承認 
H23 第 5 回人事協議会 開催 
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Ⅳ－ⅰ－４（２） WTT 教員募集要項（第Ⅲ期） 
WTT 教員募集要項（1/6pg） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
WTT 教員募集要項（2/6pg） 
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WTT 教員募集要項（3/6pg） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
WTT 教員募集要項（4/6pg） 
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WTT 教員募集要項（5/6pg） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
WTT 教員募集要項（6/6pg） 
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Ⅳ－ⅰ－４（３）WTT 教員選考採用結果 
 

第Ⅰ期 WTT 教員【平成 22 年 4 月 1 日採用者 4 名】        平成 23 年 12 月現在 

氏 名 学位名 所 属 メンター教員 

西村 美保 理学 
大学院自然科学研究科 

バイオサイエンス専攻 

大学院自然科学研究科 

山本 泰 教授 

三谷 奈見季 農学 資源植物科学研究所 
資源植物科学研究所 
馬 建鋒 教授 

江口 律子 工学 
大学院自然科学研究科 

機能分子専攻 

大学院自然科学研究科 

久保園 芳博 教授 

御輿 真穂 理学 
大学院自然科学研究科 

バイオサイエンス専攻 

大学院自然科学研究科 

坂本 竜哉 教授 

 
  
【ダイバーシティ推進本部 ホームページ掲載（第Ⅰ期）】 
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第Ⅱ期 WTT 教員【平成 23 年 4 月 1 日採用者 3 名】        平成 23 年 12 月現在 

氏 名 学位名 所 属 メンター教員 

前田 恵 農学 
大学院自然科学研究科 

バイオサイエンス専攻 

大学院自然科学研究科 

木村 吉伸 教授 

宮崎 祐子 環境科学 
大学院環境学研究科 

生命環境学専攻 

大学院環境学研究科 

吉川 賢 教授 

飯尾 友愛 保健学 
大学院保健学研究科 

保健学専攻 

大学院保健学研究科 

柴倉 美砂子 准教授 

 
【ダイバーシティ推進本部 ホームページ掲載（第Ⅱ期）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第Ⅲ期 WTT 教員【平成 24 年 4 月 1 日採用予定分野】 

自然科学研究科バイオサイエンス専攻 植物機能開発学講座 １名 
自然科学研究科バイオサイエンス専攻 動物機能開発学講座 １名 
環境学研究科社会基盤環境学専攻 農村環境創成学講座 １名 
医歯薬学総合研究科創薬生命科学専攻 創薬科学講座 １名 

 
Ⅳ－ⅰ－４（４）テニュアトラック普及・定着事業（機関選抜型）への採択 
 平成23年度文部科学省科学技術人材育成事業補助金「テニュアトラック普及・定着事業

（機関選抜型）」に選定された。これにより，WTT教員には採用初年度に1000万円（上限），

2年目にその半額の研究費が支給されることとなった。また，WTT制にかかわる事務補助も，

この経費からまかなわれることとなった。この補助金は今後5年間継続される予定であり，

その間WTT教員の継続的なサポートが可能となった。さらに，「テニュアトラック普及・定

着事業（個人選抜型）」にも第Ⅰ期，第Ⅱ期採用の7名が応募し，その内5名が選定された。 
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ⅰ－５．【持続性】 

Ⅳ－ⅰ－５.【持続性】 
（１）おかやまサイエンス・トーク 

 岡山大学ウーマン・テニュア・トラック（ＷＴＴ）教員

と大学院生が理系分野の研究紹介を通して，中・高校生に

科学の面白さを伝え，理系分野への興味を深めることを期

待し，中学・高校に出向いて「おかやまサイエンス・トー

ク」を実施している。 
 本事業は平成 22 年度から開始し，平成 23 年度は岡山県

内の高校・中学校を対象に 5 回実施した。各回とも参加生徒からは，研究紹介に限らず大

学生活に関することなど多くの質問が寄せられており，活発なフリー・トーキングが行わ

れ好評を博している。 
また，事前に研究紹介者を対象とした説明会を 1 回，練習会を 1 から 2 回行うなど準備に

も力を入れている。 
 
 表 4-8 平成２３年度の実施内容 

開催校 研究紹介タイトル 研究紹介者 

岡山県立総社高校 
（平成 23 年 7 月） 

「季節を知る生物」 玉木 沙織 氏 

大学院自然科学研究科 博士前期課程 1 年 

 

「生命を支える糖鎖」 前田 恵 氏（第Ⅱ期ＷＴＴ教員） 

大学院自然科学研究科 特任助教 

 

岡山県立勝山高校 
（平成 23 年 7 月） 

「ＣＰＧによる 4 脚歩行ロボットの歩容生成」 西阪 麻衣子 氏 

大学院自然科学研究科 博士前期課程 2 年 

 

「生物の行動を支配するホルモン，その進化」 御輿 真穂 氏（第Ⅰ期ＷＴＴ教員） 

大学院自然科学研究科 特任助教 

理学部附属牛窓臨海実験所 

岡山県立矢掛高校 
（平成 23 年 7 月） 

「生物の行動と体内時計」 花房 志帆 氏 

大学院自然科学研究科 博士前期課程 1 年 

 

「電子の動きを探って 

 物質の性質を見よう，変えよう」 

江口 律子 氏（第Ⅰ期ＷＴＴ教員） 

大学院自然科学研究科 特任助教 

理学部附属界面科学研究施設 

岡山大学 

教育学部附属中学校 
（平成 23 年 9 月） 

「ぜんそく重症度の簡易検査キット」 兵田 朋子 氏 

大学院保健学研究科 博士前期課程 2 年 

 

「光合成の研究」 吉岡 美保 氏（第Ⅰ期ＷＴＴ教員） 

大学院自然科学研究科 特任助教 

 

岡山県立岡山一宮高校 
（平成 23 年 7 月） 

「ヤマブドウの発がん予防効果について」 藤井 奈々 氏 

大学院医歯薬学総合研究科 

博士前期課程 2 年 

「森の樹木の豊作と凶作： 

 開花・結実のメカニズムと次世代の残し方」 

宮崎 祐子 氏（第Ⅱ期ＷＴＴ教員） 

大学院環境学研究科 特任助教 
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Ⅳ－ⅰ－５（１）おかやまサイエンス・トーク 
１）平成 23 年度 第 1 回おかやまサイエンス・トークの実施 
 【事業名】平成 23 年度 第 1 回おかやまサイエンス・トーク 

（The First Okayama Science Talk in High School） 
【共催】 岡山県立総社高等学校・岡山大学 
【日時】 平成 23 年 7 月 12 日（火）14:00～15:40 
【場所】 岡山県立総社高等学校（総社市総社） 
【対象生徒】自然探求コース 1，2 年生 他（約 60 名） 
【高校側担当者】 高谷 和明 教諭 
【研究紹介者およびフリー・トーキング】 

      ①岡山大学 第Ⅱ期ウーマン・テニュア・トラック教員 1 名／ 大学院生 1 名 
        ・前田 恵 博士（大学院自然科学研究科（農）特任助教：第Ⅱ期 WTT 教員） 
        ・玉木 沙織 氏（岡山大学大学院自然科学研究科（理）博士前期課程 1 年） 
    ②フリー・トーキング：前田助教，玉木氏 
         司会：柴田 利明 教諭 
 

  【実施概要】 
 平成 23 年 7 月 12 日に「平成 23 年度 第 1 回おかやまサイエンス・トーク」を岡

山県立総社高等学校と岡山大学との共催で実施した。総社高校とは平成 22 年度に続

いて，2 年連続の共催となった。総社高校の新井悟校長先生を始め，教職員の皆様の

ご協力の下に，自然探求コース１，2 年生など約 60 名にご参加頂いた。 
 研究紹介では「季節を知る生物」と題し，自然科学研究科博士前期課程 1 年の玉木

沙織さんに昆虫のタンボコオロギを用いた研究を紹介して頂いた。続いて前田恵助教

には「生命を支える糖鎖」をテーマに，ご自身の研究テーマのひとつである植物細胞

の糖鎖の生理機能についてご紹介頂いた。生徒からは「これからもっと理科を頑張り

たい」等の感想が寄せられ，学業への意欲の向上にも繋げることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玉木 沙織氏 
（岡山大学大学院自然科学研究科（理） 
  博士前期課程 1 年） 

前田 恵氏 
（岡山大学 WTT 教員・ 
 大学院自然科学研究科（農）特任助教） 
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平成 23 年度 第１回おかやまサイエンス・トークアンケート 
 

【回答者のプロフィール】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Q1.研究紹介のレベル】 
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ⅰ－５．【持続性】

【Q2.内容についての印象】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Q3 このような機会があればまた参加したいですか】 
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【Q4 大学に進学して将来身に付けたい項目（複数選択）】 
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ⅰ－５．【持続性】

Ⅳ－ⅰ－５（１）おかやまサイエンス・トーク 
２）平成 23 年度 第 2 回おかやまサイエンス・トークの実施 
 【事業名】平成 23 年度 第 2 回おかやまサイエンス・トーク 
       （The Second Okayama Science Talk in High School） 

【共催】 岡山県立勝山高等学校・岡山大学 
【日時】 平成 23 年 7 月 20 日（水）10:35～12:15 
【場所】 岡山県立勝山高等学校（真庭市勝山） 
【対象生徒】2・3 年生の理系生徒全員（2 年生 41 名,3 年生 42 名 合計 84 名） 
【高校側担当者】 寺本 晋介 教諭 
【研究紹介者およびフリー・トーキング】 

      ①岡山大学 第Ⅰ期ウーマン・テニュア・トラック教員 1 名／大学院生 1 名 
 ・御輿 真穂 博士（岡山大学大学院自然科学研究科 特任助教 

     ／第Ⅰ期 WTT 教員） 
        ・西阪 麻衣子 氏（岡山大学大学院自然科学研究科（工）博士前期課程 2 年） 
    ②フリー・トーキング：御輿助教，西阪氏 
  司会：金田 徹 教諭 
 
  【実施概要】 

 平成 23 年 7 月 20 日，「平成 23 年度 第 2 回おかやまサイエンス・トーク」を岡山

県立勝山高等学校と岡山大学との共催で実施し，勝山高学の 2 年生と 3 年生の理系生

徒 84 名にご参加頂いた。 
 橋本達也校長先生の開会のご挨拶に続いて始まった研究紹介では，自然科学研究科

博士前期課程 2 年の西阪麻衣子さんに「CPG による 4 脚歩行ロボットの歩容生成」

と題して，自然に歩行を行っている生物の歩行システムを利用してロボットを歩行さ

せる試みについてお話し頂いた。続いて御輿真穂助教（岡山大学 WTT 教員）に，「生

物の行動を支配するホルモン，その進化」と題して身近な海の生物を例に研究を紹介

して頂いた。生徒の皆さんからは「難しかったけど工学により興味がもてました」，「研

究職もいいものだと思いました」等の感想が寄せられ好評であった。 
  

 
 
 
 

西阪 麻衣子氏 
（岡山大学院自然科学研究科（工） 
  博士後期課程 2 年） 

御輿 真穂氏 
（岡山大学 WTT 教員・ 
 大学院自然科学研究科（理） 特任助教） 
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ⅰ－５．【持続性】 

平成 23 年度 第 2 回おかやまサイエンス・トークアンケート 
 

【回答者のプロフィール】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Q1.研究紹介のレベル】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

性別 性別×学年 

Q1×学年 Q1×性別 

70.0 

80.5 

30.0 

19.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2年生

(n=40)

3年生

(n=41)

易しい 適度

難しい 全く分からない

その他

73.7 

79.2 

26.3 

20.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=57)

女性(n=24)

易しい 適度

難しい 全く分からない

その他

男性

70%

女性

30%
男性

女性
77.5 

63.4 

22.5 

36.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2年生

(n=40)

3年生

(n=41)

男性 女性

n=81

易しい

0%

適度

75%

難しい

25%

全く分からな

い

0%

その他

0%

易しい

適度

難しい

全く分からない

その他

n=81



 

241 

第Ⅳ部 平成２３年度活動報告および関連資料

ⅰ－５．【持続性】

【Q2.内容についての印象】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Q3 このような機会があればまた参加したいですか】 
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ⅰ－５．【持続性】 

【Q4 大学に進学して将来身に付けたい項目（複数選択）】 
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ⅰ－５．【持続性】

Ⅳ－ⅰ－５（１）おかやまサイエンス・トーク 
３）平成 23 年度 第 3 回おかやまサイエンス・トークの実施 
 【事業名】平成 23 年度 第 3 回おかやまサイエンス・トーク 
       （The Third Okayama Science Talk in High School） 

【共催】 岡山県立矢掛高等学校・岡山大学 
【日時】 平成 23 年 7 月 26 日（火）14:15～15:50 
【場所】 岡山県立矢掛高等学校（小田郡矢掛町） 
【対象生徒】2，3 年生理系生徒（合計約 45 名） 
【高校側担当者】  加本 英人 教諭 
【研究紹介者およびフリー・トーキング】 

      ①岡山大学 第Ⅰ期ウーマン・テニュア・トラック教員 1 名／大学院生 1 名 
 ・江口 律子 博士（大学院自然科学研究科（理）特任助教／第Ⅰ期 WTT 教員） 

        ・花房 志帆 氏（岡山大学大学院自然科学研究科（理）博士前期課程 1 年） 
    ②フリー・トーキング：江口助教，花房氏 
     司会：加本 英人 教諭 
 
 【実施概要】 

 平成 23 年 7 月 26 日に「平成 23 年度 第 3 回おかやまサイエンス・トーク」を岡

山県立矢掛高等学校と岡山大学との共催で実施し， 2 年生，3 年生の理系生徒，約

45 名の皆様にご参加頂いた。 
 研究紹介では自然科学研究科博士前期課程 1 年の花房志帆さんに「生物の行動と体

内時計」と題し，江口律子助教に「電子の動きを探って物質の性質を見よう，変えよ

う」と題してご自身の研究を紹介して頂いた。 
 参加生徒の皆さんからは「研究がどのようなものか少しわかったし，自分も頑張ろ

うと思えました」，「大学の様子なども学べ，今後の参考になりました」等，多くの感

想や質問が寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

花房 志帆氏 
（岡山大学院自然科学研究科（理） 
  博士前期課程 1 年） 

江口 律子氏 
（岡山大学 WTT 教員・ 
 大学院自然科学研究科（理）特任助教） 
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平成 23 年度 第 3 回おかやまサイエンス・トークアンケート 
 

【回答者のプロフィール】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Q1.研究紹介のレベル】 
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【Q2.内容についての印象】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Q3 このような機会があればまた参加したいですか】 
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【Q4 大学に進学して将来身に付けたい項目】 
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Ⅳ－ⅰ－５（１）おかやまサイエンス・トーク 
４）平成 23 年度 第 4 回おかやまサイエンス・トークの実施 
 【事業名】平成 23 年度 第 4 回おかやまサイエンス・トーク 
       （The Fourth Okayama Science Talk in High School） 
  【共催】 岡山大学教育学部附属中学校・男女共同参画室 

【日時】 平成 23 年 9 月 28 日（水）11：55～12：45 
    【場所】 岡山大学教育学部附属中学校（岡山市中区東山） 

【対象生徒】3 年生  197 名，教員 11 名（合計 208 名） 
【高校側担当者】  山本 松美 教頭 
【研究紹介者】 

       岡山大学 第Ⅰ期ウーマン・テニュア・トラック教員 1 名／大学院生 1 名 
 ・吉岡 美保 博士（大学院自然科学研究科（理）特任助教：第Ⅰ期 WTT 教員） 

        ・兵田 朋子 氏（岡山大学大学院保健学研究科 博士前期課程 2 年） 
 
 【実施概要】 

 平成 23 年 9 月 28 日に「平成 23 年度 第 4 回おかやまサイエンス・トーク」を岡

山大学教育学部附属中学校にて実施した。 
 研究紹介では保健学研究科博士前期課程 2 年の兵田朋子さんに「ぜんそく重症度の

簡易検査キット」と題し，ぜんそくで苦しむ患者のために，ぜんそくをコントロール

する上で重要な指標となる，検査キットの開発を目指す取組を紹介して頂いた。続い

て岡山大学ウーマン・テニュア・トラック（WTT）教員の吉岡美保助教に，「光合成

の研究」と題して，光合成の仕組みを解明することで実現する夢の技術について，植

物の光合成の仕組みを交えて紹介して頂いた。 
 中学校での開催は初めての試みであったが，生徒のみなさんからは，たくさんの質

問が寄せられた。また，「驚いた」，「興味深かった」という感想が多く，中には「理

系に興味がもてました」，「私にも調べられたら楽しいだろうな」，「私も将来何かひと

つのことを研究していきたい」といった感想も寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 

兵田 朋子氏 
（岡山大学院保健学研究科 
  博士前期課程 2 年） 

吉岡 美保氏 
（岡山大学 WTT 教員 
 大学院自然科学研究科（理） 特任助教） 
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平成 23 年度 第 4 回おかやまサイエンス・トークアンケート 
 

【回答者のプロフィール】 

 
 
 
 
 
 
 
 

【Q1.研究紹介のレベル】 

 
 
 
 
 
 
 

 

【Q2.内容についての印象】 
 
 
 
 
 
 
 

 

【Q3.このような機会があれば再び参加したいですか】 
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Ⅳ－ⅰ－５（１）おかやまサイエンス・トーク 
５）平成 23 年度 第 5 回おかやまサイエンス・トークの実施 
 【事業名】平成 23 年度 第 5 回おかやまサイエンス・トーク 
       （The Fifth Okayama Science Talk in High School） 

【共催】 岡山県立岡山一宮高等学校・岡山大学 
【日時】 平成 23 年 10 月 18 日（火）13:30～15:05 
【場所】 岡山県立岡山一宮高等学校（岡山市北区楢津） 
【対象生徒】2 年生理系・理数科女子生徒（合計約名 60 名） 
【高校側担当者】 木村 健二 理数科長 
【研究紹介者およびフリー・トーキング】 

       岡山大学 第Ⅱ期ウーマン・テニュア・トラック教員 1 名／大学院生 1 名。 
 ・宮崎 祐子 博士（岡山大学大学院環境学研究科 特任助教：第Ⅱ期 WTT 教員） 

        ・藤井 奈々 氏（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科（薬）博士前期課程 2 年） 
     フリー・トーキング：宮崎助教，藤井氏／司会：入江 忍 教諭 
 
  【実施概要】 

 平成 23 年 10 月 18 日，岡山一宮高校との 2 年連続，2 回目の共催となる「平成 23
年度 第 5 回おかやまサイエンス・トーク」を実施し，岡山一宮高校の 2 年生理系・

理数科女子生徒約 60 名にご参加頂いた。 
 医歯薬学総合研究科博士前期課程 2 年の藤井奈々さんに，研究室の様子や学生生活

の紹介を交えて「ヤマブドウの発がん予防効果」をテーマに分かりやすくお話し頂い

た。続いて宮崎祐子助教（岡山大学 WTT 教員）に「森の樹木の豊作と凶作：開花・

結実のメカニズムと次世代の残し方」と題して，植物の開花・結実の豊凶現象（マス

ティング）がなぜ，どのようにして起こるのかについて，メカニズムの解明に迫る研

究をご紹介頂いた。 
 フリー・トーキングでは参加生徒のみなさんから多くの質問があり，アンケートに

は「研究室が本当に楽しい所なんだなとうらやましく思いました」などの感想が寄せ

られた。 
  

 
 
 
 

藤井 奈々氏 
（岡山大学院医歯薬学総合研究科（薬） 
  博士前期課程 3 年） 

宮崎 祐子氏 
（岡山大学 WTT 教員・ 
 大学院環境学研究科（農）特任助教） 
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平成 23 年度 第 5 回おかやまサイエンス・トークアンケート 
 

【回答者のプロフィール】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Q1.研究紹介のレベル】 

 
 
 
 
 
 
 

 

【Q2.内容についての印象】 
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【Q3.このような機会があれば再び参加したいですか】 
 
 
 
 
 
 

 

 

【Q4.研究をしたいと思いましたか】 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Q5.大学に進学して将来身に付けたい項目（複数選択）】 
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Ⅳ－ⅰ－５（２）平成２３年度オープンキャンパス参加企画 
 
 【事業名】理系の魅力 女子高生の皆さんへ 

【日時】 平成 23 年 8 月 5 日（金）・6 日（土）11：00～16：00 
    【場所】 岡山大学総合案内センター（大学会館）喫茶コーナー 

【対象生徒】高校生・保護者・引率教員 
【協力学生】 

      理系（理学・工学・農学・環境理工学・薬学・保健学）の大学生・大学院生 12 名 
 ・理学系：駒田 さやか氏（学部生） 
 ・農学系：太田 奈緒子氏（大学院生） 
 ・保健学系：兵田朋子氏（大学院生） 
 ・薬学系： 藤井 奈々氏（大学院生） 
 内山 友世氏（学部生）／宮本 敬子氏（学部生） 
 ・工学系： 綾野 敬子氏（大学院生）／西阪 麻衣子氏（大学院生） 
   舟場 真衣香氏（大学院生）／本仲 君子氏（大学院生） 
 ・環境理工学系：内田 春香氏（学部生）／仁内 実和氏（学部生） 
 
 【実施概要】 

 理系を志望する高校生を対象に，理系（理

学・工学・農学・環境理工学・薬学・保健学）

の学部生および大学院生とのフリー・トーキン

グおよび研究紹介ポスターの展示・説明を実施

した。想定を上回る来場者があり，全来場者数

は集計できなかったが，フリー・トーキングに

は 207 名が参加した。 
 また，フリー・トーキング参加者を対象に実

施したアンケートでは 133 名からの回答があ

った（回収率 64.7％）。回答者の構成は 1 年生

が 30 名（22％），2 年生が 62 名（46％），3
年生が 33 名（25％），保護者が 9 名（7％）で

あり，文理選択後の 2 年生，3 年生の生徒の割

合が高かった。 
 進路選択の参考になったかどうかの選択式

の問いに対しては，86％が「参考になった」，

14％が「わからない」を選択し，「参考になら

なかった」を選択した回答者はいなかった。また，「理系に対しての印象が変わりお
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もしろそうだと思った」，「理系はニガテだと思っていたけど今日のお話しで前より印

象が変わったので，もっと考えてみようと思いました」等の感想も寄せられるなど，

概ね好評であった。 
 加えて，協力学生からは，「他学部，他学科の学生と交流する機会がなかったので

勉強になった」等の感想が寄せられ，専門分野や学年等の異なる学生同士の交流を通

して，協力学生に対しても視野を広げる機会を提供することが出来た。 
 
オープンキャンパス参加企画「理系の魅力 女子高生の皆さんへ」来場者アンケート 
 

【回答者のプロフィール】 
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【Q1.「理系の魅力 女子高生の皆さんへ」コーナーはいかがでしたか】  
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【兵庫県】：篠山鳳鳴／賢明女子学院／茸合／農業／赤穂／明石／神戸星城／北摂三田／西宮／神戸／三木北／伊川谷
【高知県】：土佐女子／高知追手前／高知小津
【岡山県】：倉敷南／倉敷青陵／瀬戸／津山／岡山芳泉／岡山理科大学附属／岡山御津
【広島県】：広島文教女子大学付属／盈進／安田女子／ノートルダム清心／忠海／広島朝鮮
【愛媛県】：今治北／新居浜西／三島／松山東
【徳島県】：脇町 【島根県】：松江北／平田／安来／出雲 【香川県】：観音寺第一／丸亀／高松第一／高松桜井
【京都府】：桃山／福知山 【山口県】：下関西／萩 【和歌山】：近畿大学附属和歌山／賢明学院
【福岡県】：福岡／八女学院 【鳥取県】：米子東 【滋賀】：光泉
【大阪府】：園芸 【宮城県】：宮城第一
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Q1×身分 

 
 
 
 
 
 
 

【Q2. 進路選択の参考になりましたか】  
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オープンキャンパス参加企画「理系の魅力 女子高生の皆さんへ」協力学生アンケート 
 

【Q1. 「理系の魅力 女子高生の皆さんへ」に協力して良かったと思いますか？】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Q2. 実施内容は適切だったと思いますか？】 
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「理系の魅力 女子高生の皆さんへ」ポスター・ちらし 
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Ⅳ－ⅰ－５（３）教養教育科目の提供：男女共同参画の視点に立つキャリア教育の実践 

 
平成２３年度開講の概要 

事業実施 2 年目にあたる平成 22 年，男女共同参画室では，学生に対する男女共同参画に

関する意識啓発の一貫として，広報・意識啓発推進部門が中心となって新規に教養教育科

目を開講することにした。沖陽子室長に加えて広報・意識啓発推進部門長である中谷文美

教授（大学院社会文化科学研究科）および藤井雅美助教（当時）（男女共同参画室）がオム

ニバスによる男女共同参画の視点によるキャリア教育科目「社会人のためのプレリュー

ド：望ましいライフスタイル実現のために」を企画し，平成 23 年より主題科目（人間と社

会）として提供することとなった。 
 
 １）授業日程 
  授業は，前期木曜 2 限に開講した。（詳細はシラバス参照のこと。） 

 
 ２）授業内容 

  授業は，シラバスにあるとおり，学内外の非常勤講師の協力を得てオムニバス形式で

行われた。非常勤講師の名前があるコマ以外は，男女共同参画室員 2 名が授業を行った。 
 

 ３）受講者 
 当初は，抽選の結果選ばれた教室収容定員ぎりぎりの 66 名が受講登録したが，最終

的には 36 名が単位を取得した。単位を取得した学生の所属学部は以下の通りであり，

人文社会科学系の学生の割合が少し高くなった。 
人文社会科学系 21 名（内訳：文学部 1，教育学部 9，法学部 8，経済学部 3） 
自然科学系   15 名（内訳：理学部 1，薬学部 1，工学部 11，環境理工学部 2） 
男女別に見たところ，女性 16 名，男性 20 名と男性が過半数を占めた。 

  
 ４）評価 

  成績は，シラバス記載の通り，授業への出席（30 点），リアクションレポート（48
点），および総合レポート（22 点）で評価した。評価の内訳は，優が 1 名，Ａ＋が 14
名，A が 11 名，B および C が各 5 名，F が 3 名であった。 
 

 ５）学生からの評価 
  学期末に教育開発センターが実施した授業評価アンケートでは，以下のような評価

を受けた（評価はいずれも 5 点満点）。なお，アンケートには最終回の授業に出席した

34 名が回答した。 
 
 Ｑ１： あなたはこの授業を受講するにあたって，意欲的に取り組む努力（予習・復
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  習など）をしたと思いますか。（3.9 点） 
 Ｑ２： この授業を受講することで，この分野の重要性を深く認識するようになった

  と思いますか。（3.7 点） 
 Ｑ３： 担当教員の授業に対する熱意・意欲を感じましたか。（3.6 点） 
 Ｑ４： 授業の進め方（声の大きさ，板書，教具，視聴覚機材の使用など）は受講生

  が理解しやすいように，十分な配慮がされていたと思いますか。（3.3 点） 
 Ｑ５： 教材の選定，参考書の紹介等（演習・実習等の場合：説明資料，機器の準備

  なども含む）は適切であったと思いますか。（3.6 点） 
 Ｑ６： 授業全体のスケジュールや 1 回の授業の時間配分は適切であったと思います

  か。（3.4 点） 
 Ｑ７： 授業内容は，最終的にシラバス記載の学習目標に達するものになっていたと

  思いますか。（3.7 点） 
 Ｑ８： 最後に，この授業全体に対するあなたの評価を総合的に 5 段階で表してくだ

  さい。（3.6 点） 
 
 担当教員は，独自に授業に対する評価票を作成し，合計 3 回評価を実施した。約 3 分の 1
の授業が終わった第 5 回では，講義への感想および自己の参加状況について自由に記述し

てもらった。2 度目のグループ討議を行った後の第 11 回では，グループ討論に評価対象を

絞って評価を実施した。最終回である第 15 回には，講義から得たことおよび講義への当初

の期待が満たされたかどうかを尋ねる評価を実施した。なお，第 1 回では講義に期待する

ことを尋ねている。主な評価結果は以下の通りである。 
 

 第 5 回の時点では，受講生は自己の参加状況について肯定的な評価をしていた。 
 第 5 回の時点では，受講生はグループ討論を始めとして授業全体については肯定的な

感想を持っていたが，リアクションリポートに負担感を感じている学生が多かった。 
 第 11 回で，グループ討論を行った第 5 回と第 10 回の授業への参加状況について 5

段階で自己評価してもらったところ，第 5 回の方が第 10 回よりも平均点が高かった。

どちらの場合も，司会，発表，記録の役割を果たした者の方が自己評価は高かった。 
 グループ討論に関して提案を求めたところ，グループの規模を小さくするべき，時

間が不足している，との提案が多くあった。 
 第 1 回に授業への期待を尋ねたところ，「色々な人の話を聞いて，将来の参考にした

い」という意見が大多数であった。 
 第 15 回に，授業への期待が満たされたかどうかを尋ねたところ，「ほぼ満足した」が

22 名と最も多く，「十分満足した」が 2 名，「あまり満足しなかった」が 9 名であった。 
 第 15 回に授業から得たものは何かを尋ねたところ，子育てと仕事の両立や，女性研

究者の大変さ等を約半数の 15 名が挙げており，多くの学生にとって男女共同参画の

問題が印象に残ったようであった。 
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シラバス（2/4pg） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シラバス（1/4pg） 
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シラバス（4/4pg） 
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Ⅳ－ⅰ‐５（４）次世代女性研究者育成推進事業講演会 

１）趣旨 

「次世代女性研究者育成推進事業講演会」は，本学の優秀な学生・大学院生に研究者に

なるとはどのようなことかについて知ってもらい，研究者を目指してもらえるようにとい

う趣旨で実施している。 

 

２）第１回講演会「自然科学に魅せられて」の実施 

 ①プログラム 

  【日 時】：平成２３年７月２１日（木） 

          １０：３０～１２：００ 

 【場 所】：薬学部中講義室（２号館２階） 

 【対 象】：学生，大学院生, 教職員および一般 

 【内 容】： 

 ・講演 1 「物質の性質と機能を探る ～電子状態から見る物性～」 

      講師 江口 律子 大学院自然科学研究科 助教 

 ・講演 2 「気がつけば研究者」 

      講師 御輿 真穂 大学院自然科学研究科 助教  

 ・講演 3 「私の過去・現在・未来」 

      講師 三谷 奈見季 資源植物科学研究所 助教 

 ・フリートーク 

   ・ポスター展示 

 

 ② 実施報告 

第 1 回講演会「自然科学に魅せられて」では，第Ⅰ期ウーマン・テニュア・トラック教

員である本学の若手女性教員 3 名が，研究者になるまでの過程や現在の教育・研究活動等

について講演した。なお，第 1 回講演会は，男女共同参画室が平成 23 年度から提供してい

る教養教育科目「社会人のためのプレリュード：望ましいライフスタイル実現のために」

第 14 回講義として実施した。 
講演会では，先ず，沖陽子男女共同参画室長より開会の挨拶があった後，WTT 業務推進

室長の富岡憲治教授（大学院自然科学研究科）がウーマン・テニュア・トラック(WTT)教員

制度について説明を行った。 
次に，本学の WTT 教員である 3 名の講師が各々約 20 分間講演を行った。江口律子助教 

（大学院自然科学研究科）による「物質の性質と機能を探る～電子状態から見る物性～」

では，電子のふるまいを探る実験手法である光電子分光によって物質の性質を調べる研究

を行っていること等研究内容の紹介が行われた。御輿真穂助教（大学院自然科学研究科）

は，「気がつけば研究者」で大学院での研究生活について話し，博士課程への進学を検討し
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ている学生へのメッセージを伝えた。三谷奈見季助教（資源植物科学研究所）による「私

の過去・現在・未来」では，三谷助教が学部 3 回生の時に植物環境ストレス学研究室を選

んだ時点に始まり，修士課程，博士課程への進学，ポスドクになることを決定した経緯に

ついて自身の経験を語った。 
フリートーキングの時間には，学生が 4 グループに分かれて講師 3 名および同じく WTT

教員である飯尾友愛助教（大学院保健学研究科）との間で懇談した。講師以外の教員はグ

ループには加わらず，教室の後方で自由に懇談したり，グループの懇談状況を見学したり，

あるいは会場に展示した第Ⅰ期・第Ⅱ期 WTT 教員 7 名の研究紹介ポスターを見たりした。 
最後に，次世代女性研究者育成推進部門長である坂口英教授（大学院自然科学研究科）

が閉会の挨拶を行い，会を締めくくった。なお，司会は篠原陽子講師（大学院教育学研究

科）が務めた。 
アンケートによれば，参加者の大半（回答者 39 名中 35 名）が，今回の講演会への参加

は「とても」あるいは「まあまあ」有意義であったと考えている。学生・大学院生が，若

手女性教員である WTT 教員の講演を聞き，講師と直接対話することにより，大学院に進学

する，あるいは研究者を目指すことについて理解し，より考えを深める機会を持つことが

できたといえる。しかしながら，アンケートでは参加の動機も尋ねたが，「大学あるいは企

業で研究者になることに関心があるから」という回答をした者は 7 名しかいなかった。本

講演会は，男女共同参画室が本年度より開講している教養教育科目「社会人のためのプレ

リュード：望ましいライフスタイル実現のために」の第 14 回講義として開催されたため，

参加者の約半数は同科目の受講生であった。そのため，研究者になることについて関心が

ない参加者も多かったと推測される。それでも，アンケートの感想には「みんなイキイキ

していておもしろかった」，「自分は研究者とは違う道であるがあきらめずに頑張っていき

たいと思いました」といった肯定的な意見が多く，このような会への参加が大学生にとって

有意義であるということがいえる。 
「次回以降の講演の講師・話題提供者としてどのような者が望ましいか」（複数回答可）

という設問に対しては，「企業の研究者」を挙げた者が最も多かった（24 名）。また，「女性

に限らずともよい」と答えた回答者の方が「女性に限った方がよい」とする者よりも多かっ

た。次回以降は男性講師の活用を検討してはどうかと考える。 
セミナーの実施にあたっては，「社会人のためのプレリュード」担当教員の 1 人の所属部

局である薬学部の協力を得，新築の講義室での実施になった。薬学部長を始め薬学部の教

員も数名参加したことからも分かるように，学部で講演会を実施することによる波及効果

は大きい。反省事項としては，各講師の講演時間が 20 分と短かったためか，予定していた

時間を超過してしまい，フリートーキングの時間が十分にとれなかったことが挙げられる。

また，非可動式座席の講義室での実施となったために，フリートーキングの際に講師を囲

む輪にスムースに入れなかった学生が生じたことも反省に値する。今後フリートーキング

を実施する際は会議室形式の講義室で実施したい。 
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沖 陽子室長による挨拶 

三谷 奈見季 資源植物科学研究所 助教 御輿 真穂 大学院自然科学研究科 助教 

第１回講演会「自然科学に魅せられて」ちらし 

江口 律子 大学院自然科学研究科 助教 
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次世代女性研究者育成推進事業 

第１回 講演会「自然科学に魅せられて」 
(平成２３年７月２１日実施) 

アンケート集計結果 
（参加者数６６名中３９名から回収） 

 
Ｑ１ あなたの性別を教えてください。（当てはまる番号１つに○をつけて下さい） 
 １．男性                           １３名 
 ２．女性                           ２６名 
 
Ｑ２ あなたについて教えてください。（当てはまる番号１つに○をつけて下さい） 
 １．学部生                          ３１名 
 ２．大学院博士前期課程                 １名 
 ３．大学院博士後期課程                 １名 
 ４．教職員（非常勤を含む職員）             ６名 
 ５．一般                           ０名 
 
Ｑ３ 今回の講演会への参加は有意義でしたか。 
１．とても有意義だった                  ２０名 
２．まあまあ有意義だった                 １５名 
３・あまり有意義でなかった                 ２名 
４．全く有意義でなかった                  ０名 

 
Ｑ４ 学部生および大学院生の方のみお答えください。 （複数選択可） 
   今回の講演会にはどのような動機から参加されましたか。 
１．教員に勧められたから                   ２名 
２．「社会人のためのプレリュード」の受講生だから       ２３名 
３．大学あるいは企業で研究者になることに関心があるから     ７名 

 ４．その他                           ３名 
   ・友第に誘われて 
   ・友達から聞いて 
 
Ｑ５ 今回の講演会は，講演３つ（各２０分間）およびフリートーキング（２０分間）か

 ら構成されました。次回以降の講演会の形式として，以下のいずれが最も望ましいと

 お考えですか。（当てはまる番号１つに○をつけて下さい） 
１．今回の形式のままでよい                  ２８名        
２．講演時間を長めにする                   ６名 
３．フリートーキングを長めにする               ４名 

 
Ｑ６ 次回以降の講演の講師・話題提供者として，どのような方が望ましいとお考えですか。

 （複数選択可） 
１．大学の教員                        １６名 
２．企業の研究者              ２４名 
３．大学の教員以外の研究者（非常勤研究員等）     ９名 
４．大学院生          ９名 
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５．その他                ９名 
 

  ＊Ｑ６で１を選んだ方にお尋ねします。 
・大学の教員の場合，女性教員に限った方がよいと思いますか。 

はい                          ４名 
どちらでもよい                １６名 

＊Ｑ６で２を選んだ方にお尋ねします。 
・企業の研究者の場合，女性研究者に限った方がよいと思いますか。 

はい              ４名 
どちらでもよい             ２０名 

＊Ｑ６で３を選んだ方にお尋ねします。 
・大学院生による場合，女子大学院生に限った方がよいと思いますか。 

はい                      ３名 
どちらでもよい                  ９名 

 
Ｑ７ 次回以降の講演会で聞いてみたい内容を選んでください。（複数選択可） 
１．研究者・大学院生になった理由や過程について        １０名 
２．大学時代をどう過ごしたかについて             ２５名 
３．現在の研究内容について                   ４名 
４．研究と私生活の両立について                １６名 
５．その他                        ０名 
  ・博士課程での経済的状況 
  ・なぜ，普通の助教 etc の公募ではなく WTT をえらんだのか？ 

 

Ｑ８ 本日の講演会の感想をご自由にお書きください。 

・ とてもためになりました。またキカイがあればぜひ！！ 

・ 参加してよかったです。 

・  研究職に進まれて充実した生活を送られている方のお話を聞き，私も人生に納得で

きるような道を歩んでいきたいと思いました。 

・ 進路に迷っているので有意義でした。 

・  若手女性研究者の話が聞けてよかったです。大学生時代の生活や将来への不安や考

え方など，知ることができてよかったです。この話を聞いて，自分の進路を考える

上でよい参考になりました。 

・ 大変勉強になりました。ありがとうございました。 

・ みんなイキイキしていておもしろかったです。 

・ 3 人の女性研究者のお話を聞いて，自分は研究者とは違う道であるがあきらめずに頑

張っていきたいと思いました。 

・ 少し時間配分がぎりぎりな気がしました。しかしよいお話がきけてよかったです 

・ 文系の人の話もきいてみたくなった。 

・ 研究と就職を結びつけた話をもっと聞きたい。 

・ WTT 採用教員の皆さんが，どのような課程を経て現在の職歴および研究テーマに

出会ったかが，非常にわかり易く，また興味深かった。3 人が同じ理系研究者と言わ

れていても全く異なる研究をされている為 将来がある学生にとっては有意義だっ

たのではないかと思う。（割と正直な心意を語られていたので） 
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Ⅳ－ⅰ－６.【意識啓発活動および広報活動】 
（１）交流サロン 
１）平成２３年度第１回交流サロンの実施 

 

文部科学省科学技術人材育成費補助金 
女性研究者研究活動支援事業（女性研究者支援モデル育成） 

「学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン」 

平成 23 年度 第 1 回交流サロン 
信頼を築くコミュニケーション術～気持ちを聴く・気持ちを話す～ 

 
① 概 要 
 【日 時】：平成２３年６月２２日（水）１５：００～１７：３０ 
 【会 場】：岡山大学創立五十周年記念館 2 階会議室 
 【参加者】：学生・教職員および一般 
 【主 催】：岡山大学ダイバーシティ推進本部男女共同参画室 

 

② 内 容 

 6 月 22 日に「信頼を築くコミュニケーション術～気持ちを聴く・気持ちを話す」と題し，

平成 23 年度第 1 回交流サロンを開催した。今回は広島大学等で非常勤講師を務めるかたわ

ら，岡山市男女共同参画推進センター「さんかく岡山」等で心理専門相談員としてご活躍

中の市場恵子氏をお招きして講演会並びにワークショップを開催した。 
 ワークショップでは職場や家庭における様々な人間関係において必要とされるコミュニ

ケーションについて学び，参加者同士で実践練習を行った。講師の歌や手話を交えての進

行により，終始和やかな雰囲気漂うサロンとなった。 
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学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン 
平成 23 年度第 1 回交流サロンアンケート／参加者 45 名中 23 名より回収（回収率 51 ％） 
 
１ 本日の交流サロンの全体について，感想をお聞かせください。 
  ｱ． 参加してよかった。    （23 人） 
  ｲ． どちらともいえない。    （0 人） 
  ｳ． 参加しない方がよかった。   （0 人） 
   →ｳの理由を具体的にご記入ください。 
    （                               ） 
２ 今回のなかで，印象に残ったお話しや内容をご記入ください。 
 ・人の話を聞くとき，心から興味を持って聴くこと，心がけます。また，自分を好きに 
 なること，自分をもっと認めてあげたいと思いました。 
 ・自己表現のこつ 
 ・ワークショップで皆さんと話せた事。 
 ・自分の事を説明するとき，簡単なクイズを出し合うことが，会話をする上ですごい効

 果があることが分かりました。 
 ・人の話を“聴く”ということ。 
 ・話を“聴く”ときのコツです。 
 ・肩の力を抜いていいんだと強く思いました。自分自身を見つめ直す時間が持てました。 
 楽になりました。 
 ・聴く，という前半の部分が特に印象に残りました。 
 ・初対面の色んな方々とお話ができたことが大変よかったです。 
 ・申し訳ないと思わずに「ノー」と言える権利，断り上手，頼み上手になること。 
 ・ロールプレイが選択肢を増やすという話がなるほどなと思いました。 
 ・ワークショップが印象に残りました。 
 ・基本的な口の権利や 4 つのコミュパターン。 
 ・「ノー」いうこと。 
 ・いのちの歌 
 ・歌と手話が楽しかったです。ありがとうございました。 
 ・歌がよかったです。 
 ・人の話を「聴く」ことについて 
 ・「ことわられ上手」は「頼み上手」になる。 
 ・「私は・・・」という表現を心掛ける。  
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３ ご参加いただいたあなたは，次のｱ～ｴのどれに当たりますか。 
  ｱ． 教員      （4 人） 
  ｲ． 職員      （3 人） 
  ｳ． 学生      （9 人） 
  ｴ． その他（           ）                （7 人） 
 
４ このイベントをどこでお知りになりましたか？ 
    ｱ． 掲示ポスター     （6 人） 
    ｲ． ホームページ     （4 人） 
    ｳ． メールでの案内     （7 人） 
    ｴ． 知人より案内     （6 人）  
    ｵ． その他（           ）  （2 人） 
 
３ その他，ご意見等があればお聞かせください。 
 ・貴重な時間が過ごせてよかったです。 

 ・忙しい日々の中で，ホッとする時間をありがとうございました。 

 ・ロールプレイにもう少し時間があればと思いました。 

 ・ありがとうございました。 
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平成２３年度 第１回交流サロンポスター・ちらし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

272 

 第Ⅳ部 平成２３年度活動報告および関連資料 

ⅰ－６【意識啓発活動および広報活動】 

Ⅳ－ⅰ－６（１） 

２）平成２３年度第２回交流サロンの実施 

 

文部科学省科学技術人材育成費補助金 
女性研究者研究活動支援事業（女性研究者支援モデル育成） 

「学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン」 

平成 23 年度 第 2 回交流サロン 
医療従事者として生きるということ 

 
 
① 概 要 
 【日 時】：平成２３年１０月２１日（金）１８：３０～１９：３０ 
 【会 場】：岡山大学医学部保健学科棟 204 講義室（鹿田地区） 
 【参加者】：学生・教職員および一般 
 【主催】：岡山大学ダイバーシティ推進本部男女共同参画室 
 【共催】：岡山大学大学院保健学研究科，岡山大学医療人キャリアセンターMUSCAT 

② 内 容 

 10 月 21 日に大学院保健学研究科，医療人キャリアセンターMUSCAT との共催で平成 23
年度第 2 回交流サロンを開催した。「医療従事者として生きるということ」と題し，医療従

事者が知っておきたいことについて，近い将来医療従事者となる学生と教員，医療従事者，

患者等，様々な立場の方とが語り合う場を提供した。 
 34 名の参加があり，“女性が育児をしながら働くということについて”，“なぜ医療系学部

を選んだのか”，“医療従事者として働く中で生じる仕事への意識変化”など様々な意見を

出し合う事ができた。特に，10 年後の医療に期待する事については，“日本だけでなく世界

においても医療へのアクセスがより円滑になるように”，“コメディカルの予防医学への進

出を期待する”，“医療技術が進む中においても人が対象である限り「心」を忘れないでほ

しい”，と言った意見が出された。サロンの終わりに，参加者からいただいたアンケートに

は，“多くの人がコミュニケーションの必要性を強く感じていたことが印象的だった”など

の感想が寄せられた。 
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学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン 
平成 23 年度第 2 回交流サロンアンケート／参加者 34 名中 23 名より回収（回収率 68％） 
 
１ 本日の交流サロンの全体について，感想をお聞かせください。 
  ｱ． 参加してよかった。    （22 人） 
  ｲ． どちらともいえない。    （0 人） 
  ｳ． 参加しない方がよかった。   （1 人） 
   →ｳの理由を具体的にご記入ください。 
    （                               ） 
 ・一人の方が話し続け，聞く耳を感じなかった。有意義だったとは言い難いため。 

 ・多様のコメディカルがしっかり仲よくひらいてね。MD アンダーソンセンターのよ

   うに集約的，横断的なチーム医療を。 
 ・SP 模擬患者研修会でコミュニケーションをならって。 
 
２ 今回のなかで，印象に残ったお話しや内容をご記入ください。 
・ 相互理解もコミュニケーションも相手の心をしっかり考えないとできないと思いました。 
・ 班で話す時間に先輩方からとても貴重なお話をして頂きました。女性が働くということ

や，海外ボランティアのことなど，すごく参考になりました！！ 
・ コミュニケーション。 
・ 10 年後予防を感がえる医療になってほしい。いろいろな職種の具体的なことが聞けま

 した。 
・ グループ内にいらっしゃった先輩にコミュニケーション能力は慣れと先輩を見て真似る

 ことだと言われた事。 
・ コメディカルも患者と関わる仕事なので，患者の気持ちを考えたハートのある技術者と

 して働きたいと改めて考えるようになりました。 
・ 10 年後（将来）における医療現場の理想像について，学生や仕事をしている人の立場

 や職によって意見も異なりおもしろかったです。 
・ 学生生活の中では，知り得ない患者さんからの要望を聞けてよかったと思いました。い

 ろいろな立場からの意見は自分にはなかった考え方で新鮮でした。 
・ まず心が大切というお話が印象的でした。 
・ どうしてその専攻を選んだかや患者様の意見等が聴けて良かった。“心”や“コミュニケー

ション”を大切に（重要に）患者様に接していこうと思う。 
・ 医療従事者の将来像。 
・ 患者側から医療従事者に求められること。 
・ 多くの方々がコミュニケーションの大切さや予防医学の大切さをおっしゃっていました。

 私は学生なので未来の医療について考えていきたいです。 
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・ どういった形で今の専攻を選んだのか。 
・ 患者さんへの接し方。ハートが大事。 
・ 疾患者に対するコミュニケーション。 
・ 多くの人がコミュニケーションの必要性を強く感じていた事が印象的だった。 
・ 医療従事者になった理由。 
・ 10 年後の医療現場について思うこと。 
・ SP を初めて聞きました。 
・ コメディカルのいうような職種の方のお話が聞けて良かった。医療職に女性が増えてい

 ること，育休・復職制度も整い働き続ける女性が増えたこと。心強いです。 
・ ハート，コメディカルの協力。 
・ コメディカル交代制もリンパマッサージ，ガン患者のマッサージ，入院がいい 
・ サルコーマセンターのゆうち。多数の患者に対応できる。 
・ 患者の立場からの意見がよく分かった。不快な思いをしたことが多いと，何を言っても

 信用を得るのは難しい。そのような思いをさせないためきちんとコミュニケー

 ションをとる必要があると思った。 
 
３ ご参加いただいたあなたは，次のｱ～ｴのどれに当たりますか。 
  ｱ． 教員      （4 人） 
  ｲ． 職員      （2 人） 
  ｳ． 学生      （14 人） 
  ｴ． その他（           ）                （3 人） 
 
４ このイベントをどこでお知りになりましたか？ 
    ｱ． 掲示ポスター     （3 人） 
    ｲ． ホームページ     （0 人） 
    ｳ． メールでの案内     （2 人） 
    ｴ． 知人より案内     （13 人）  
    ｵ． その他（           ）  （1 人） 
 
３ その他，ご意見等（今後期待するテーマ，開催日時や曜日など）あればお聞かせください。 
 ・貴重な時間が過ごせてよかったです。 

 ・忙しい日々の中で，ホッとする時間をありがとうございました。 

 ・ロールプレイにもう少し時間があればと思いました。 

 ・ありがとうございました。 
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平成２３年度 第２回交流サロンポスター・ちらし 
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Ⅳ－ⅰ－６（２） 第３回中国四国男女共同参画シンポジウムの実施 

 

文部科学省科学技術人材育成費補助金 
女性研究者研究活動支援事業（女性研究者支援モデル育成） 

「学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン」 

第 3 回中国四国男女共同参画シンポジウム 
女性研究者が活躍する大学～支援ネットワークの強化を目指して～ 

 

 １）概 要 

 【日 時】： 平成２３年１１月１１日（金） 
   シンポジウム １３：３０～１７：５０ 
       ／情報交換会 １８：００～１９：３０ 

 【会 場】： 岡山コンベンションセンター（ママカリフォーラム） １Ｆイベントホール 
 （岡山市北区駅元町１４番１号） 

 【参加者】：教職員・学生および一般 
 【主 催】： 岡山大学／後援：岡山県・岡山市 
 
 【プログラム】： 

開会（１３：３０～ ） 
 司会   前川 幸枝（岡山大学総務・企画部人事課 課長） 

開会の辞（１３：３５～） 
 許 南浩 

    （岡山大学ダイバーシティ推進本部長 岡山大学理事〈企画・総務担当〉・副学長） 

特別講演（１３：３５～） 
 「女性研究者の現状と中国四国地区大学への期待」 

      板倉 周一郎 氏（文部科学省 科学技術・学術政策局 基盤政策課 課長） 
基調講演（１４：１５～） 

「女性研究者支援ネットワーク構築の現状と課題：三重県における事例報告」 
鈴山 雅子 氏（三重大学 男女共同参画コーディネーター・客員教授） 

事例紹介（１５：１０～） 
広島大学  坂田 桐子氏（男女共同参画推進室長） 

島根大学  澤 アツ子氏（男女共同参画推進室長） 

香川大学  長安めぐみ氏（男女共同参画推進室 副室長・コーディネーター） 

徳島大学  本仲 純子氏（ＡＷＡサポートセンター長） 
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愛媛大学  小島 秀子氏（女性未来育成センター長） 

岡山県      岡野 千鶴氏（県民生活部男女共同参画青少年課 課長） 

岡山大学  富岡 憲治氏（ダイバーシティ推進本部男女共同参画室 副室長） 
 

ポスター・セッション（１６：３０～）

全国の大学および地方自治体の取組 

パネル・ディスカッション（１７：１０～）

テーマ：「女性研究者が活躍する大学とは」 

■パネリスト：事例紹介発表者 

■コメンテーター：講演講師 

■コーディネーター： 

  沖 陽子（岡山大学ダイバーシティ推進本部男女共同参画室長） 

学長共同宣言文の紹介（１７：４０～） 

森田 潔（岡山大学長） 

閉会挨拶（１７：４５～） 

沖 陽子（岡山大学ダイバーシティ推進本部男女共同参画室長） 

 

２）実施内容 

 11 月 11 日，女性研究者の支援と男女共同参画の推進をめざす「第 3 回中国四国男女共同

参画シンポジウム」を，岡山市内で開催した。本シンポジウムは，中国四国地区における

女性研究者支援を推進し，地方の活性化につなげていく意識の共有を目指して平成 21 年度

より開催されており，第 1 回は広島大学，第 2 回は島根大学の主催で開催されている。 
 当日は中国四国地区の大学，岡山県，岡山市の担当者ら 106 人の参加者があった。板倉

周一郎文部科学省科学技術・学術政策局基盤政策課長に「女性研究者の現状と中国四国地区

大学への期待」と題し特別講演，三重大学の鈴山雅子男女共同参画コーディネーターに基調

講演をいただき，各大学と岡山県から取組事例の紹介を行った。続いて実施した，パネル・

ディスカッションでは，沖陽子岡山大学男女共同参画室長がコーディネーターとなり，地域，

大学間連携の可能性などについて意見交換した。 
 最後に，中国四国地区の国立 10 大学の学長を代表し，森田潔岡山大学長から，取組の継

続と発展を宣言する「中国・四国地区国立大学の男女共同参画推進のための共同宣言」を

行った。 
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学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン 
第 3 回中国四国男女共同参画シンポジウムアンケート 
／参加者 106 名中 41 名より回収（回収率 39％） 
 
質問１ 本日のシンポジウムは全体としていかがだったでしょうか。 
  1． よかった （36 人） 
  2． 普通 （4 人） 
  3． あまりよくなかった （0 人） 
 
質問 2 本日のシンポジウムは以下の各項目についていかがだったでしょうか？ 
Ａ.特別講演「女性研究者の現状と中国四国地区大学への期待」 
  1． よかった （29 人） 
  2． 普通 （10 人） 
  3． あまりよくなかった （0 人） 

   
  ［意見］ 
   ・板倉課長の私見はとても参考になった。 
   ・文科省が男女共同参画についてどうとらえているのかが知りたかった。 
   ・学童保育が学内にできるのはとても必要だ。 

 
Ｂ.基調講演「女性研究者支援ネットワーク構築の現状と課題：三重県における事例報告」 
  1． よかった （33 人） 
  2． 普通 （7 人） 
  3． あまりよくなかった （0 人） 
 

  ［意見］ 
   ・関心をもっていたとりくみの実際を知ることができた。 
   ・とても地域の方をとり入れ開かれた大学です。すばらしいです。 

 
Ｃ.事例紹介  
  1． よかった （12 人） 
  2． 普通 （24 人） 
  3． あまりよくなかった （2 人） 
 

  ［意見］ 
    ・ 多くの大学で育児支援・研究支援システムが整備されているのを知り，勇気づけ

   られました。 
  ・ 時間が短い。 



 

279 

第Ⅳ部 平成２３年度活動報告および関連資料

ⅰ－６【意識啓発活動および広報活動】

  ・ 各大学が様々な取組をしている様子がわかった。男女共同参画が前進している感

   じがした。 
  ・ レジメのなかった所があり残念。 
 
Ｄ.ポスター・セッション  
  1． よかった （27 人） 
  2． 普通 （9 人） 
  3． あまりよくなかった （1 人） 
 

  ［意見］ 
  ・ 参加者の意見がもう少し聞きたいと思いました。                       

  ・ パネラーの方のものの考え方や実情などがよくわかりとても参考になった。 
  ・ もっとネットワークの話をしてほしかった。 
  ・ 質問にこたえていただいたのがよかった。 
  ・ 短い時間の中で闊達な意見交換がなされ，有意義だったと思います。 
  ・ 地域連携は大切そして皆なでシェアしなくちゃ。良いこと，悪いこと，評価判定

   を発表して下さい。 
 
Ｃ.パネル・ディスカッション  
  1． よかった （12 人） 
  2． 普通 （24 人） 
  3． あまりよくなかった （2 人） 
 

  ［意見］ 
    ・時間が少なく，ゆっくりと見ることができず残念でした。 
  ・もう少し質疑応答の時間が欲しかった。 
  ・配置があまりよくなくて見にくかった。 
  ・時間が短かった。 
 
質問 3 本日のシンポジウムの感想をご自由にお書き下さい。 
・ 各地のとりくみを表でまとめていただけるとありがたいです。 
・ パネル・ディスカッションでは質問もたくさん出され，形式だけでは終わらない，実質

 的な内容のあるシンポジウムだったと思います。 
・ タイムキープがしっかりしていてよかったです。事例がたくさん並んだということ自体

 に価値があったのではないでしょうか。 
・ 初めて参加し，各大学の取組を実際に見たり聞いたりできたことは，今後の私の所

 属する大学での取組方を考える上で参考になりました。 
・ 私はサポートを受ける側ですが，様々な角度から手厚い支援が用意されつつあることが
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 わかり，心強いです。また，所属する学会で学生に向けた若手交流会の開催にもかか

 わっており，学生への啓発活動という点について地域や企業との連携等，参考になる点

 が多々ありました。 
・ いろいろとご配慮いただきありがとうございました。短い時間で参考になるお話を拝聴

 できました。 
・ 各大学・機関の事例紹介がポイントをしぼって紹介され，とても参考になりました。時

 間が 10 分ずつと短いように思われましたが，多くの事例を連続して発表されるので聞

 く側にとっても丁度よい長さと思いました。同じような取組をされていても，少し

 ずつ違いがあり，興味深く拝聴しました。 
・ パンフレットやパネル・ディスカッションよかったと思います。なお，事例紹介は，4
 件程度（特に目立つもの？）にしぼったほうがなお，良かったと思います。（ポスターも

 あるので） 
・ 事例紹介が多い。4 件程度。質問への回答ではパネル・ディスカッションではない 

のではないか。長すぎる。 
・ プログラムがてんこもりで聞く方はしんどい。もっとシンプルにして。 
・ 他の大学の取組の様子がよくわかってよかった。 
・ 国として今後も推進の方向であること，各大学でそれぞれの事業に合わせた事業を展開

 されていることも，相互に参考になったと思う。いずれも費用が伴うことであるので支

 援が必要であると思う（国からの） 
・ 連携のメリットなどを知りたかったので参加しました。その点がすこしものたりなかっ

 たと思います。 
・ 豊富な事例が拝聴でき，大変参考になりました。 
・ 女性大学院生が研究者へ進む道として，自大学の取組は比較的，目に見えて来ますが，

 自分の出身地にある大学の取組も見えると，更に選択肢が拡がります。各大学の取組が

 一覧できるポータルサイトの様なものが出来れば良いかと思います。 
・ 他大学のとり組がわかって自大学の取組の位置がわかってよかった。 
・ 女性大学院生や博士号を持った女性を女性研究者というような印象をうけた。様々な立

 場で研究に携わる人も視野に入れてほしい。 
・ 「意識」が高まるよいシンポジウムだった。 
・ 全体的に少し速かったが，その分多くの大学の取組を知ることができ，比較できて

 良かった。働きたい，研究者になりたいと思う女性が働きやすくなることをまずは目指

 さなければならないが，働きたい，研究者になりたいと思う女性をふやすために，現在

 働いている女性がロールモデルとなれるよう，次につながっていく支援を意識する必要

 があると改めて思った。 
・ 事例紹介の各々の時間が極端に短すぎるように思います。講演者の方に十分なお話をし

 て頂ける時間があれば，内容もより深く理解できるものになるのではないでしょうか。 
・ 他大学の具体的な実施内容をお聞きし，とても参考になりました。 
・ 他大学の取組を知ることができてよかった。GP＆BP をシェアしながら中四国大学

 の男女共同参画をいっそう推進し，充実していければと思った。 
・ 他大学の事業ショウサイがとてもよくわかった。 
・ 他大学の取組や地域との連携などの情報を聞けて役に立ちました。 
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・ 一般人の元ＮＳですが，男女参画は，とても地域住民にとって，声を発信できる場所で

 す。ありとあらゆる場所，部所，セクションに皆をまきこんで社会全体がすみやすく，

 成長発展できますように，一般人をどんどん参加させてください。 
 
質問 4  今後，シンポジウムで取り上げてもらいたい内容や話を聞いてみたい講師等があ

 ればご記入ください。 
 
・ テーマ別，キャリア開始とか，管理職登用とか。 
・ 上手くいかなかった取組もききたい。 
・ 大学と企業が連携してできる男女共同参画事業はあるか？ 
・ 女性の雇用等大学以外の機関での女性を活用されている事例などを紹介して頂くと参考

 になると思います。 
・ 事業の立ち上げ方，流れをくわしく知りたい。 
・ 企業で働く女性研究者の話。 
・ ハラスメントに関する話題を盛り込んで，啓発強化につなげてほしい。 
・ 女性研究者が研究に専念できるように環境作りを積極的にされていると思いますが，そ

 の具体例，実際の利用等の状況，問題点などについて広く取り上げて頂きたいと思います。 
 
質問 5 本日のシンポジウム開催の情報をどのような形で知りましたか？ 
    1．Ｅメール （11 人） 
    2．ちらし・ポスター （7 人） 
    3．ホームページ （2 人） 
    4．岡山大学職員から （17 人）  
    5．その他（           ） （5 人）（新聞記事） 
 
質問 6 あなたについて教えてください。 
    1．岡山大学職員 （21 人） 
    2．大学関係者 （17 人） 
    3．学生 （0 人） 
    4．一般 （3 人）  
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第３回中国四国男女共同参画シンポジウム ポスター・ちらし 
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第３回中国四国男女共同参画シンポジウムパンフレット（表紙） 
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